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1.  平成22年10月期第3四半期の連結業績（平成21年11月1日～平成22年7月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年10月期第3四半期 14,370 △10.4 △287 ― △287 ― △458 ―

21年10月期第3四半期 16,044 ― △710 ― △557 ― △829 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年10月期第3四半期 △18.61 ―

21年10月期第3四半期 △33.67 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年10月期第3四半期 14,474 5,080 34.9 205.03
21年10月期 14,987 5,531 36.6 222.36

（参考） 自己資本   22年10月期第3四半期  5,053百万円 21年10月期  5,480百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年10月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年10月期 ― 0.00 ―

22年10月期 
（予想）

0.00 0.00

3.  平成22年10月期の連結業績予想（平成21年11月1日～平成22年10月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19,750 △3.7 150 ― 130 ― 110 ― 4.46



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載した予想数値は、現在入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確実な要素を含んでおります。実際の業績等は様々な要
因により異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）
３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年10月期3Q 24,650,800株 21年10月期  24,650,800株

② 期末自己株式数 22年10月期3Q  1,600株 21年10月期  1,600株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年10月期3Q 24,649,200株 21年10月期3Q 24,649,200株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、輸出を起点とした企業部門の改善が家計部門にも波及しつつある

ことから平成22年１－３月期までは実質ＧＤＰ成長率が年率4.9％と高い伸びを示してきましたが、４－６月期

は成長率0.4％と減速するとともに、円高・株安及び依然として厳しい雇用環境により、先行き不透明な状態が

続いています。情報・印刷事業においては、企業の広告経費の伸び悩み、デジタル化の進展による商業印刷物の

需要停滞及び受注競争による単価の低迷により、厳しい経営環境が続きました。ダイレクト・マーケティング事

業は、平成22年１－３月期まで高い伸びを続けていた個人消費が４－６月期は横ばいにとどまり、今後も子ども

手当の支給やエコカー補助金の終了等政策変動による需要増減が見込まれるとともに、新規参入による競争激化

も続いております。 

 このような環境下、情報・印刷事業においては、新型目隠しハガキ「ひみつ君」をはじめ、高い販売促進効果

や環境にやさしい当社独自製品の拡販に努めるとともに、東京事務所の移転等によるコスト削減に取り組みまし

た。ダイレクト・マーケティング事業においては、中高年女性の健康と美を追求する商品群から、蓄積されたデ

ータに基づき特に好評な商品に選別的・集中的に広告を実施する他、アフターフォロー体制の強化により、売上

の増大とお客様満足の向上を図りました。また、米国の大学における研究成果に基づく関節系商品や消臭系商品

など新商品を投入し積極的な広告展開を行った結果、顧客基盤の拡充と売上増大に大きな成果が現れ始めていま

す。更に、ロジスティクスセンターやコールセンターの移転・外注化などの施策を実施した結果、オペレーショ

ンのコスト効率が高まってきています。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は14,370,636千円(前年同期比10.4％減)と減少いたしました

が、第３四半期のみでは前年同期比ほぼ横ばいまで回復してきました。利益面でも、営業損失は287,508千円

（前年同期営業損失710,291千円）、経常損失は287,461千円（前年同期経常損失557,951千円）、四半期純損失

は458,766千円（前年同期四半期純損失829,882千円）と赤字幅は大幅に改善いたしました。 

 

 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

①情報・印刷事業 

 情報・印刷事業の売上高は8,396,571千円(前年同期比19.4％減)となりましたが、前年比の減少幅は縮小し

てきております。また、前期に引き続き、当期も事務所移転等の合理化施策を実行してきた結果、営業損失は

228,129千円(前年同期営業損失429,580千円)と赤字幅は半減いたしました。 

②ダイレクト・マーケティング事業 

 ダイレクト・マーケティング事業の売上高は、美容ドリンクなど既存主力商品の好調に加えて、新商品投入

効果もあって、第３四半期連結会計期間は前年同期比21.3％増と大幅な伸びを記録し、第３四半期連結累計期

間でも7,286,948千円(前年同期比8.8％増)と、厳しい環境の中増収ペースにアクセルがかかってきました。営

業利益に関しては、ロジスティクスセンター等の移転などの一時的合理化費用支出に加えて、第４四半期での

刈り取りに向けて、第３四半期連結会計期間は新商品を含めた大幅な先行的広告宣伝費投入を図った(前年同

期比72.4%増)結果、341,657千円(前年同期比13.0％減)となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は14,474,631千円と、前連結会計年度末に比べて512,961千円

減少いたしました。これは主として、現金及び預金の減少258,132千円、機械装置及び運搬具の減少291,237千

円によるものであります。 

（負債） 

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は9,394,560千円と、前連結会計年度末に比べて61,878千円減少い

たしました。これは主として、短期借入金の減少496,733千円、長期借入金の増加316,615千円によるものであ

ります。 

（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末における純資産は5,080,070千円と、前連結会計年度末に比べて451,083千円減

少いたしました。これは主として、利益剰余金の減少458,766千円によるものであります。 
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（キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、1,418,691千円（前

連結会計年度比79,813千円の増加）となりました。当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フロー

の状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果使用した資金は、153,356千円（前年同期比304,052千円の減少）となりました。これは主と

して、税金等調整前四半期純損失443,722千円、減価償却費498,749千円、売上債権の増加326,490千円、仕入債

務の増加243,258千円によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果得られた資金は、461,599千円（前年同四半期は61,139千円の支出）となりました。これは主

として、定期預金の払戻による収入398,000千円、有形固定資産の売却による収入48,277千円によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、228,008千円（前年同期比25,405千円の増加）となりました。これは主と

して、短期借入金の純減少額600,000千円、長期借入れによる収入900,000千円、長期借入金の返済による支出4

80,117千円によるものです。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年10月期通期の連結業績予想につきましては、連結売上高はダイレクト・マーケティング事業が全

体を牽引し、引き続き順調に推移するものと見込んでおります。 

連結利益につきましては、情報・印刷事業の売上低迷による原価率の上昇、ダイレクト・マーケティング

事業における顧客基盤の拡大・強化のための広告宣伝活動の先行実施、および事業所の統廃合・移転など経

営合理化策の実施に伴う一時費用や特別損失の計上等により、連結営業利益、連結経常利益、連結当期純利

益とも、平成21年12月７日公表の連結業績予想の達成は厳しい状況にあります。 

現在、通期の連結業績予想につきまして精査中であり、業績予想の修正が必要である場合には、速やかに

お知らせいたします。 

 

２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

(棚卸資産の評価方法) 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間

末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 

(繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法) 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等

の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度において使用した将来の業績予測

やタックス・プランニングを利用する方法によっており、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変

化があるか、または、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度末にお

いて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用す

る方法によっております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

(税金費用の計算) 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合に

は、法定実効税率を使用する方法によっております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

該当事項はありません。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年７月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年10月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,634,821 1,892,953

受取手形及び売掛金 3,624,101 3,297,622

商品及び製品 448,162 500,962

仕掛品 63,573 73,257

原材料及び貯蔵品 220,225 271,211

その他 980,765 757,961

貸倒引当金 △119,545 △104,439

流動資産合計 6,852,104 6,689,529

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,774,383 1,838,529

機械装置及び運搬具（純額） 1,627,783 1,919,020

土地 2,572,466 2,572,466

その他（純額） 510,273 607,768

有形固定資産合計 6,484,906 6,937,784

無形固定資産 155,815 203,896

投資その他の資産   

投資有価証券 657,793 748,040

その他 707,008 772,021

貸倒引当金 △382,997 △363,679

投資その他の資産合計 981,804 1,156,382

固定資産合計 7,622,526 8,298,063

資産合計 14,474,631 14,987,592

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,348,633 1,105,388

短期借入金 917,112 1,413,845

ファクタリング未払金 3,326,313 3,346,229

未払法人税等 12,910 12,820

引当金 105,166 143,458

その他 1,182,487 1,214,688

流動負債合計 6,892,623 7,236,430

固定負債   

長期借入金 1,510,580 1,193,964

退職給付引当金 225,381 240,747

その他 765,975 785,296

固定負債合計 2,501,936 2,220,007

負債合計 9,394,560 9,456,438
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年７月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年10月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,667,625 1,667,625

資本剰余金 1,759,449 1,759,449

利益剰余金 1,748,840 2,207,607

自己株式 △529 △529

株主資本合計 5,175,386 5,634,152

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △51,052 △79,836

為替換算調整勘定 △70,473 △73,364

評価・換算差額等合計 △121,526 △153,200

少数株主持分 26,211 50,203

純資産合計 5,080,070 5,531,154

負債純資産合計 14,474,631 14,987,592
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年11月１日 
 至 平成21年７月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年７月31日) 

売上高 16,044,704 14,370,636

売上原価 10,563,484 8,520,757

売上総利益 5,481,220 5,849,878

販売費及び一般管理費 6,191,511 6,137,387

営業損失（△） △710,291 △287,508

営業外収益   

受取利息 5,588 1,498

受取配当金 14,591 14,936

受取賃貸料 23,418 23,597

匿名組合投資利益 186,808 －

その他 22,669 36,742

営業外収益合計 253,076 76,775

営業外費用   

支払利息 43,849 48,381

その他 56,887 28,347

営業外費用合計 100,736 76,728

経常損失（△） △557,951 △287,461

特別利益   

固定資産売却益 2,669 6,755

投資有価証券売却益 46,994 4,799

貸倒引当金戻入額 13,537 －

その他 71 94

特別利益合計 63,273 11,649

特別損失   

固定資産売却損 10,067 －

固定資産除却損 27,137 49,177

投資有価証券評価損 24,940 67,101

特別退職金 21,390 8,067

その他 5,330 43,563

特別損失合計 88,866 167,909

税金等調整前四半期純損失（△） △583,543 △443,722

法人税等 253,618 20,250

過年度法人税等 － 18,545

法人税等合計 253,618 38,795

少数株主損失（△） △7,279 △23,752

四半期純損失（△） △829,882 △458,766
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年11月１日 
 至 平成21年７月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年７月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △583,543 △443,722

減価償却費 658,743 498,749

賞与引当金の増減額（△は減少） △62,154 △44,087

ポイント引当金の増減額（△は減少） 24,038 5,794

退職給付引当金の増減額（△は減少） 27,479 △15,366

貸倒引当金の増減額（△は減少） △32,187 34,424

受取利息及び受取配当金 △20,180 △16,435

持分法による投資損益（△は益） 15,487 3,247

支払利息 43,849 48,381

為替差損益（△は益） 2,813 6,560

固定資産売却損益（△は益） 7,398 △6,755

固定資産除却損 27,137 49,177

投資有価証券売却損益（△は益） △46,994 △4,799

投資有価証券評価損益（△は益） 24,940 67,101

特別退職金 － 8,067

売上債権の増減額（△は増加） 1,176,821 △326,490

たな卸資産の増減額（△は増加） 180,747 113,315

仕入債務の増減額（△は減少） △301,620 243,258

ファクタリング未払金の増減額（△は減少） △1,048,549 △24,615

その他 △385,427 △160,138

小計 △291,202 35,667

利息及び配当金の受取額 23,439 17,258

利息の支払額 △44,260 △48,151

特別退職金の支払額 － △114,030

法人税等の還付額 － 12,723

法人税等の支払額 △145,385 △56,823

営業活動によるキャッシュ・フロー △457,409 △153,356

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △231,078 △60,054

定期預金の払戻による収入 168,000 398,000

有形固定資産の取得による支出 △313,513 △55,118

有形固定資産の売却による収入 10,478 48,277

無形固定資産の取得による支出 △73,688 △7,074

投資有価証券の取得による支出 △2,595 △1,801

投資有価証券の売却による収入 74,248 24,106

投資有価証券の償還による収入 36,666 26,833

貸付けによる支出 △20,000 －

貸付金の回収による収入 39,784 17,087

出資金の回収による収入 239,380 －

その他 11,178 71,343

投資活動によるキャッシュ・フロー △61,139 461,599
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年11月１日 
 至 平成21年７月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年７月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 480,000 △600,000

長期借入れによる収入 － 900,000

長期借入金の返済による支出 △561,871 △480,117

リース債務の返済による支出 － △45,932

少数株主からの払込みによる収入 25,000 －

配当金の支払額 △111,150 △68

その他 △34,581 △1,890

財務活動によるキャッシュ・フロー △202,602 △228,008

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7,304 △421

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △728,455 79,813

現金及び現金同等物の期首残高 2,194,291 1,338,878

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,465,835 1,418,691
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年11月１日 至 平成21年７月31日） 

 
情報・印刷事業

(千円) 

ダイレクト・マー
ケティング事業

(千円) 

計 

(千円) 

消去又は 
全社 

(千円) 

連結 

(千円) 

売上高  

(1)外部顧客に対する売上高 9,353,143 6,691,560 16,044,704 －  16,044,704 

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高 

1,068,631 5,643 1,074,275 （1,074,275） － 

計 10,421,775 6,697,203 17,118,979 （1,074,275） 16,044,704 

営業利益又は営業損失（△） △429,580 392,725 △36,854 （673,437） △710,291 

(注) １ 事業区分は、製品の種類・性質、製造方法、市場及び販売方法の類似性に基づき、情報・印刷事業と 

     ダイレクト・マーケティング事業に区分しております。 

２ 各事業の主な事業内容 

(1) 情報・印刷事業 

宣伝印刷物（チラシ、フリーペーパー、カタログ、パンフレット等）、ダイレクトメール（パー

ソナルな販促・告知媒体の葉書、封書等）、セールスプロモーション用品（ＰＯＰ、ポスター等）

及び業務印刷物（封筒、伝票、帳票類）の商業印刷物等の製造販売並びにデジタルコンテンツ企画

制作を行っております。 

(2) ダイレクト・マーケティング事業 

ヘアケア・化粧品、美容食品、健康補助食品、輸入家具、寝具・雑貨、環境洗剤等の商品企画・

開発及び通信販売を行っております。 

３ セグメント間の内部売上高に関しましては社内の標準価格に基づき決定しております。 

４ 会計処理基準に関する事項の変更 

（棚卸資産の評価に関する会計基準の適用） 

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第

９号）を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。 

これによるセグメント情報に与える影響は軽微であります。 

 

（リース取引に関する会計基準の適用） 

「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成５年６月17日 最終改正平成19年３

月30日 企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員

会 平成６年１月18日 最終改正平成19年３月30日 企業会計基準適用指針第16号）を第１四半期連

結会計期間から早期に適用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取

引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更しております。 

また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額については、リース

契約上に残価保証の取決めがあるものは当該残価保証額とし、それ以外のものは零とする定額法によ

っております。 

なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通

常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

これによるセグメント情報に与える影響は軽微であります。 
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当第３四半期連結累計期間（自 平成21年11月１日 至 平成22年７月31日） 

 
情報・印刷事業

(千円) 

ダイレクト・マー
ケティング事業

(千円) 

計 

(千円) 

消去又は 
全社 

(千円) 

連結 

(千円) 

売上高  

(1)外部顧客に対する売上高 7,083,688 7,286,948 14,370,636 －  14,370,636 

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高 

1,312,883 － 1,312,883 （1,312,883） － 

計 8,396,571 7,286,948 15,683,519 （1,312,883） 14,370,636 

営業利益又は営業損失（△） △228,129 341,657 113,528 （401,036） △287,508 

(注) １ 事業区分は、製品の種類・性質、製造方法、市場及び販売方法の類似性に基づき、情報・印刷事業と 

     ダイレクト・マーケティング事業に区分しております。 

２ 各事業の主な事業内容 

(1) 情報・印刷事業 

宣伝印刷物（チラシ、フリーペーパー、カタログ、パンフレット等）、ダイレクトメール（パー

ソナルな販促・告知媒体の葉書、封書等）、セールスプロモーション用品（ＰＯＰ、ポスター等）

及び業務印刷物（封筒、伝票、帳票類）の商業印刷物等の製造販売並びにデジタルコンテンツ企画

制作を行っております。 

(2) ダイレクト・マーケティング事業 

ヘアケア・化粧品、美容食品、健康補助食品等の商品企画・開発及び通信販売を行っております。 

３ セグメント間の内部売上高に関しましては社内の標準価格に基づき決定しております。 

 

【所在地別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年11月１日 至 平成21年７月31日） 

 全セグメントの売上高の合計金額に占める日本の割合が、90％を越えているため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年11月１日 至 平成22年７月31日） 

 全セグメントの売上高の合計金額に占める日本の割合が、90％を越えているため、所在地別セグ

メント情報の記載を省略しております。 

 

【海外売上高】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年11月１日 至 平成21年７月31日） 

 海外売上高が、連結売上高の10％未満のため海外売上高の記載を省略しております。 

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年11月１日 至 平成22年７月31日） 

 海外売上高が、連結売上高の10％未満のため海外売上高の記載を省略しております。 

 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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 ４．その他 

 

  重要な訴訟等 

「不当利得返還等請求本訴事件」及び「売買代金請求反訴事件」 

 当社は、平成20年７月31日に株式会社林原等と締結した「株式譲渡契約」の契約条項に定める表明保証に

株式会社林原等が違反したことを理由に契約を解除し、既に支払った株式譲渡代金５億９千９百万円の返還

を求める訴訟を平成20年11月28日東京地方裁判所に提起いたしました。これに対し、林原靖氏他３名は、当

社に対し、平成21年４月21日、株式譲渡代金の残額約４億円の支払いを求める反訴を同裁判所に提起し、係

争中でありましたが、平成22年３月８日、東京地方裁判所において、株式譲渡代金残額及び遅延損害金の支

払いを命じる判決がありました。当社としては、判決主文並びに、判決の理由を不服とし、平成22年３月10

日に東京高等裁判所に控訴し、現在、係争中であります。 

 

「損害賠償請求事件」 

 当社は、キューサイ株式会社より、平成21年11月30日付で、同社の郵便法違反事案に関し、同社と直接取

引を行った１社及び郵便発送を担った代理店１社とともに、同社が被ったと主張する４億２千６百万円の損

害に対し賠償請求の訴えを東京地方裁判所に提起され、現在、係争中であります。 

 

「損害賠償請求事件」 

 当社は、郵便事業株式会社より、低料第三種郵便の利用に関し、平成22年３月31日付で、広告主１社及び

広告代理店１社並びに郵便発送を担った代理店１社、他５名とともに、同社が被ったと主張する７億１千７

百万円余の損害に対し賠償請求の訴えを、また、平成22年8月10日付で、広告主１社及び広告代理店１社並

びに郵便発送を担った代理店１社、他４名とともに、同社が被ったと主張する１億８千１百万円余の損害に

対し賠償請求の訴えを、いずれも東京地方裁判所に提起され、現在、係争中であります。 
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